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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月17日(2017.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アプリケーションを含む情報処理装置であって、
　第１の無線通信規格である第１の無線通信で画像処理装置を特定する特定手段と、
　第２の無線通信規格である第２の無線通信で特定された前記画像処理装置と通信するた
めの接続情報を登録する登録手段と、
　前記アプリケーションが特定の状態になることに応じて、登録した前記接続情報を削除
する削除手段と、を有する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記第１の無線通信は近距離無線通信であり、
　登録した前記接続情報に従って前記第２の無線通信に通信を切り替えて、直接またはア
クセスポイントを介して印刷データを前記近距離無線通信で特定された前記画像処理装置
に送信する送信手段をさらに有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記接続情報には、登録した当該接続情報を削除するか否かを示す設定が記述可能であ
り、
　前記削除手段は、前記設定が前記接続情報を削除することを示す場合、または前記接続
情報に前記設定が記述されていない場合に前記アプリケーションが特定の状態になること
に応じて、登録した前記接続情報を削除する
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　ことを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記削除手段は、前記接続情報に前記設定が記述されていないが、特定された前記接続
情報を登録する前に該接続情報が既に保持されていた場合は当該接続情報を削除しない
　ことを特徴とする請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記削除手段は、印刷データが前記画像処理装置に送信されたかを判断し、前記印刷デ
ータが送信されなかった場合は登録した前記接続情報を削除する
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　再印刷指示を受け付けた場合に、
　　前記登録手段は、前記接続情報が削除されている場合は当該接続情報を再登録し、
　　前記送信手段は、前記接続情報が保持されている場合は当該保持されている接続情報
を用いて、前記接続情報が削除されている場合は前記再登録された接続情報を用いて前記
印刷データを前記画像処理装置に送信する
　ことを特徴とする請求項２乃至５のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　アクセスポイントに接続するための識別子が自装置に予め登録されていない場合にパス
ワードを入力するための入力画面を表示する表示手段をさらに有し、
　前記登録手段は、前記パスワードが入力された後に、前記第２の無線通信で前記接続情
報を取得する
　ことを特徴とする請求項２乃至５のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか一項に記載の情報処理装置に前記接続情報を送信する送信手
段を備える画像処理装置。
【請求項９】
　アプリケーションを含む情報処理装置の制御方法であって、
　第１の無線通信規格である第１の無線通信で画像処理装置を特定する特定工程と、
　第２の無線通信規格である第２の無線通信で特定された前記画像処理装置と通信するた
めの接続情報を登録する登録工程と、
　前記アプリケーションが特定の状態になることに応じて、登録した前記接続情報を削除
する削除工程と、を有する
　ことを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の制御方法をコンピュータにより実行させることを特徴とするコンピュ
ータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の一実施形態に係る情報処理装置は、アプリケーションを含む情報処理装置であ
って、第１の無線通信規格である第１の無線通信で画像処理装置を特定する特定手段と、
第２の無線通信規格である第２の無線通信で特定された前記画像処理装置と通信するため
の接続情報を登録する登録手段と、前記アプリケーションが特定の状態になることに応じ
て、登録した前記接続情報を削除する削除手段と、を有する。
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